
、
聯
隣
思
器
耕
究
　
　
第
点
ハ
拾
號

三
σ
証
の
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見
童
期
に
於
け
る
精
選
暴
動
の
停
滞
現
象
に
就
い
て

檜
崎
淺
太
郎

　
　
　
　
　
　
回
　
問
　
　
題

　
兜
童
の
身
金
の
人
類
學
的
若
し
く
ば
生
理
學
的
測
定
の
結
果
を
基
礎
ε
し
て
推
定
し
だ
身
艦

の
成
長
に
は
特
殊
の
律
動
の
現
れ
、
あ
る
時
期
に
於
て
は
加
速
的
、
他
の
時
期
に
於
ひ
て
減
蓬
的
成

長
を
、
卓
立
の
あ
る
時
期
．
に
於
て
は
成
長
の
停
滞
或
は
清
極
的
成
長
を
成
す
も
の
な
る
事
は
、
過
去

五
十
年
來
の
多
く
の
測
定
的
研
究
に
よ
）
て
確
馴
せ
ら
れ
た
事
實
で
あ
る
。
こ
の
成
長
の
律
動

中
、
誕
生
後
の
一
ヶ
年
及
び
青
春
期
を
中
心
ε
し
て
、
加
速
的
成
長
現
れ
、
そ
の
前
後
に
露
髄
的
成
長

の
現
出
す
る
こ
ε
は
、
各
種
の
身
謄
…
的
測
定
の
結
果
の
略
ぼ
一
致
す
る
ご
こ
ろ
で
あ
る
Q
精
榊
活

動
の
脚
達
に
つ
き
て
も
身
禮
的
成
長
の
律
動
に
類
似
の
現
象
の
存
す
る
こ
ご
は
、
精
…
神
活
動
の
客

観
的
測
定
に
よ
り
て
已
に
指
摘
せ
ら
れ
た
事
柄
で
あ
る
。
け
れ
ご
も
こ
の
精
…
神
活
動
登
達
の
律

動
に
つ
き
て
の
正
確
な
る
知
識
は
今
猫
頗
る
貧
弱
に
し
て
、
之
を
身
膿
的
成
長
の
知
識
に
比
ぶ
れ

ば
、
極
め
て
漠
然
だ
る
も
の
で
あ
る
。
個
々
の
精
瀞
活
動
登
達
の
研
究
に
於
て
、
登
達
の
律
動
を
謹



織
し
、
且
つ
襲
達
の
停
滞
又
は
清
極
的
登
逡
を
も
指
摘
し
て
居
る
が
、
未
だ
こ
の
登
達
の
停
濡
又
は

消
極
的
登
達
を
総
合
的
柔
考
察
し
た
も
の
は
余
の
未
だ
知
ら
な
い
ご
こ
ろ
で
あ
る
。
特
に
我
國

児
童
の
精
紳
活
動
の
停
滞
叉
は
溝
極
的
登
達
に
つ
い
て
研
究
し
π
文
献
は
、
恐
く
は
皆
無
で
あ
る

か
も
知
れ
な
い
。
夫
故
に
極
め
て
少
数
な
る
資
料
で
は
あ
る
が
、
余
は
之
を
基
礎
8
し
て
児
量
期

に
於
け
る
精
農
登
達
の
停
滞
又
は
溝
極
的
、
登
達
の
存
在
を
指
摘
し
、
且
つ
其
時
期
の
輪
廓
を
定
め

て
向
後
の
研
究
の
栞
ε
し
だ
い
。

二
事

轡貝

255・

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
　

身
膿
の
減
速
的
成
長

　
精
紳
活
動
の
登
違
は
身
膿
的
特
徴
の
成
長
ご
屡
々
李
行
に
進
む
こ
ご
が
あ
る
か
ら
、
身
髄
的
特

徴
の
成
長
を
槍
し
て
、
精
棘
活
動
登
達
の
律
動
に
つ
き
て
、
何
等
か
の
暗
示
を
求
め
て
見
る
。
三
島

博
士
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
身
長
の
絶
醤
増
加
の
最
小
期
は
男
児
は
十
】
歳
に
し
て
女
心
は
九
歳
で

あ
る
。
膿
重
の
高
樹
増
加
量
は
年
々
増
加
・
す
る
の
で
あ
る
が
、
前
年
ε
同
一
の
増
加
量
を
示
す
は
、

男
面
七
歳
及
び
十
歳
、
女
話
は
九
歳
の
時
で
あ
る
（
σ
り
第
五
十
九
圖
）
○
さ
れ
ば
三
島
博
士
の
研
究
に

よ
れ
ば
女
兇
の
身
長
、
禮
重
の
最
小
増
加
期
は
九
歳
に
し
て
、
男
児
の
身
長
最
小
増
評
註
は
十
」
歳
、

　
　
　
、
兇
童
期
に
於
け
ろ
精
榊
嚢
建
の
縷
滞
現
象
に
就
て
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
、
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騨
榊
思
｝
研
穿
…
　
麓
瓢
ハ
拾
號
　
　
暑
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
ニ
ニ

膿
重
は
十
歳
…
及
び
七
歳
で
・
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
p
　
射

　
Ω
μ
・
ノ
く
噛
①
鳶
門
が
同
一
の
父
母
よ
り
生
れ
た
る
三
人
の
兄
弟
の
身
長
を
二
十
年
盛
測
定
し
た
結
果

を
見
る
に
．
素
量
期
に
於
け
る
絶
封
最
小
培
煉
期
二
人
は
十
歳
に
、
他
の
一
入
は
十
二
歳
に
現
れ
、
青

春
期
的
成
長
の
最
大
量
は
、
前
ご
人
は
十
四
歳
、
後
の
一
人
は
牽
五
歳
に
起
っ
て
居
る
（
図
十
五
頁
）
o

さ
れ
ば
同
一
父
母
よ
り
生
れ
た
る
兄
弟
に
於
て
も
、
其
成
長
期
に
多
少
の
移
動
が
あ
る
か
ら
、
父
母
，

租
先
を
異
に
し
、
土
地
、
氣
候
其
他
一
切
の
外
的
雨
湿
を
異
に
せ
る
兇
董
が
、
多
少
異
る
風
立
期
．
を
示

す
も
の
な
る
べ
き
は
疑
ふ
の
除
地
が
な
い
。
唯
多
数
の
個
入
は
あ
る
一
般
的
な
成
長
形
式
に
從

っ
て
成
長
す
る
も
の
な
る
こ
ε
が
、
あ
る
脇
付
に
於
て
許
容
せ
ら
る
、
か
ら
、
異
る
多
数
の
個
入
の

李
均
儂
の
連
績
に
よ
っ
て
構
成
せ
ら
れ
た
概
念
的
成
長
も
、
個
々
の
具
騰
的
成
長
に
相
封
癒
す
る

に
至
る
の
で
あ
る
。
故
に
同
じ
く
概
念
的
成
長
を
構
成
す
る
に
當
っ
て
も
、
同
一
年
齢
に
幽
す
る

多
数
の
異
る
個
人
の
李
均
慣
の
連
結
よ
り
．
も
、
同
一
個
人
の
異
る
年
齢
に
癒
す
る
成
長
の
朕
態
の

記
録
を
多
数
蒐
集
し
て
其
結
果
に
基
ミ
概
念
的
成
長
を
構
成
す
る
の
が
更
に
具
膿
風
趣
態
に
近

接
す
る
。
　
か
、
る
資
料
に
基
く
梅
田
計
的
結
果
は
極
め
て
僅
少
で
あ
っ
て
．
我
身
に
於
て
は
故
土
井

文
學
士
の
女
鬼
の
身
長
、
膿
重
成
長
の
調
査
に
の
み
之
を
見
る
の
で
あ
る
。
民
の
調
査
に
よ
れ
ば

東
京
に
於
け
る
女
生
徒
の
身
長
、
禮
重
の
比
較
的
増
加
の
最
小
期
は
三
島
博
士
の
結
果
よ
り
も
一



年
後
れ
十
歳
に
當
っ
て
居
る
（
②
）
。
余
は
三
島
博
士
の
調
査
よ
り
も
、
土
．
井
學
士
の
結
果
が
成
長
の

律
動
を
如
實
に
示
す
黙
に
於
て
一
履
優
っ
た
も
の
ε
思
ふ
の
で
あ
る
。
何
ご
な
れ
ば
土
井
學
士

の
被
験
者
は
、
三
島
博
士
の
も
の
に
比
し
環
境
の
類
似
の
度
極
め
て
高
く
、
か
つ
同
一
個
人
の
逐
年

　
　
第
一
表
東
京
女
生
徒
身
長
禮
重
壇
加
律
　
　
　
　

．
　
　
　
　
　
　
の
成
長
な
る
が
故
に
、
異

年
齢
一
六

勇
長
長
加
律
％

髄
重
櫓
加
律
％

七
［
入
「
九
＝
○

五
」

＝
、
就

囚
、
六

＝
、
西

識
，
一

δ
、
七

＝
一

三
、
七

　
　
国
、
二

八
盆
　
宍
、
菖

一
三
＝
三
＝
四
＝
五

三、

Z
三
」

凶
、
田
「
二
、
露

三
、
四
［
湘
、
八

一、

n
穴
、
七

＝
五

二　　〇
　N　　l
ノ㌧　ノu

る
個
人
．
の
連
絡
を
以
て

一
個
人
の
成
長
を
示
す

が
如
き
、
無
理
が
加
っ
て

9．b’ V一

居
な
い
か
ら
で
あ
る
。
さ
れ
ば
こ
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
東
京
に
於
け
る
女
見
の
身
駒
形
成
長
の
最

小
期
は
十
議
で
あ
る
ご
云
っ
て
差
支
へ
が
あ
る
ま
い
。
若
し
こ
の
結
果
が
一
般
的
成
長
の
代
表

ε
な
り
得
る
な
ら
ば
（
誰
明
を
要
す
る
が
、
）
我
國
女
兇
の
身
禮
的
成
長
の
最
小
期
は
十
歳
ε
云
ふ
こ

ε
が
で
き
る
。
　
而
し
て
三
島
博
士
に
よ
れ
ば
九
歳
で
あ
る
か
ら
、
今
假
に
女
児
の
身
膿
的
成
長
の

最
小
期
を
九
歳
乃
至
十
歳
ビ
定
め
て
置
く
。
男
兇
の
成
長
の
最
小
期
は
三
島
博
士
に
從
ひ
十
歳

乃
至
十
＝
蕨
ε
假
定
し
て
置
く
。
　
　
　
　
’

　
こ
の
算
定
の
殆
ん
ざ
眞
に
近
き
こ
ε
は
、
欧
米
に
於
け
る
身
質
的
測
定
の
結
果
並
に
其
他
の
生

理
的
特
徴
の
駅
長
に
づ
き
て
も
屡
々
こ
の
時
期
に
於
て
あ
る
顯
著
な
る
墾
化
を
見
る
こ
ざ
に
よ

　
　
　
　
児
灘
期
に
於
け
る
精
一
搬
蓬
の
三
三
硯
象
に
就
て
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
．
　
、
　
，
　
　
、
　
　
　
三
三
、
　
・
、



　
　
　
　
　
再
思
㍗
研
…
究
　
　
第
山
ハ
拾
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
．
三
四

騰
　
つ
て
も
、
確
め
ら
れ
る
。
例
へ
ば
罹
病
律
（
竃
皇
）
藍
聲
）
及
び
強
度
（
ご
冷
窪
窪
も
。
ξ
）
な
ご
も
こ
の
時
期
に

　
於
て
少
し
く
減
少
し
て
居
る
（
働
二
五
一
頁
、
。
以
上
は
計
減
期
に
於
け
る
一
、
二
の
春
燈
的
特
徴
の

　
成
長
に
罪
す
る
停
滞
現
象
に
一
瞥
を
試
み
九
歳
乃
至
十
一
歳
を
以
て
其
停
滞
期
ε
定
ぬ
た
の
で

　
あ
る
が
、
法
難
活
動
の
誤
達
に
停
滞
叉
は
欝
欝
的
荒
鷲
が
叢
る
こ
す
れ
ば
、
こ
の
身
瞠
的
成
長
の
停

　
ヤ
滞
期
に
相
呼
癒
し
て
起
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
　
余
は
次
ぎ
に
之
を
慌
し
．
て
見
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
剛
回
　
精
紳
活
動
の
磯
達
に
於
け
る
停
滞
叉
は
滑
極
的
登
達

　
　
異
る
時
期
に
於
け
る
内
観
的
精
紳
活
動
を
相
互
に
比
較
す
る
こ
ビ
は
、
一
個
人
の
精
棘
活
動
に

　
於
て
も
極
度
に
限
定
せ
ら
れ
た
る
場
合
に
の
み
可
能
で
あ
る
。
さ
れ
ば
互
に
甚
し
く
相
隔
る
時

　
期
に
於
け
る
精
帥
活
動
の
直
接
の
比
較
は
縄
甥
に
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
我
等
は
之
を
比
較
せ
ん

　
と
欲
せ
ば
聞
接
の
手
段
に
基
き
、
こ
の
精
紳
活
動
の
結
果
或
は
之
に
封
癒
す
る
客
観
的
特
徴
に
よ

　
る
の
外
は
無
い
。
余
が
叢
に
精
肉
活
動
の
螢
達
を
考
察
す
る
に
當
り
て
も
、
精
留
活
動
其
者
の
登

　
達
を
直
接
に
研
究
す
る
に
あ
ら
す
し
で
、
客
観
的
特
徴
の
愛
心
を
表
徴
ε
し
て
間
接
に
下
垂
活
動

　
の
登
蓬
を
推
定
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
墨
客
活
動
螢
達
の
客
槻
的
特
徴
の
一
は
、
精
帥
活
動
に
要
せ
ら
る
、
客
観
的
時
間
の
短
縮
或
は

　
一
定
の
時
間
内
に
螢
ま
る
、
精
淋
活
動
の
度
数
の
増
加
で
あ
る
。
さ
れ
ば
余
は
こ
の
精
紳
活
動
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ヒ
要
せ
ら
る
、
客
観
的
時
間
或
は
一
定
時
期
内
に
歪
ま
れ
だ
る
熱
感
活
動
の
度
数
を
資
料
こ
し

て
、
精
淋
活
動
の
富
士
を
推
定
し
て
見
る
。
精
紳
活
動
の
種
類
は
極
め
て
多
面
で
あ
る
が
、
余
は
就

中
比
較
的
寝
泊
な
る
軍
一
意
志
動
作
、
及
び
簡
易
な
る
精
神
活
動
即
ち
観
念
把
持
の
量
、
愛
念
再
生

の
蓮
度
、
観
念
聯
合
構
成
の
速
度
の
螢
達
に
つ
き
考
察
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
甲
　
軍
一
意
志
動
作

　
軍
一
意
志
動
作
重
度
の
襲
達
は
、
軍
一
反
磨
時
、
一
定
時
間
に
於
け
る
軍
一
意
志
動
作
の
数
、
に
よ

っ
て
推
定
す
る
こ
ご
が
出
來
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
L
　
軍
一
反
癒
時

　
恩
師
野
上
搏
f
め
雷
鳥
府
師
範
學
校
附
鼻
卑
小
學
稜
生
．
徒
男
女
各
宣
命
十
人
に
っ
き
て
の
昔
に

　
　
　
第
二
表
　
　
暑
に
樹
す
る
輩
一
反
平
時
（
輩
位
は
一
秒
の
千
分
の
一
）
　
　
　
　
解
す
る
軍
一
反
磨
時
の

尋
　
常
　
　
小
　
學

高
等
小
學

學
主

　
男
継
罫
減
少

　
女
紹
罫
減
少

蓑
へ
二

二
謁
診

二三
へ
九

髭
、
露

一一

鼈齊

O
、
八

　昌

n
、
鷲

三
」

四
　
　
五
　
　
六
　
　
　
一

一
二
ニ
ニ

三
七
、
七

一、

豊
潤
三

一、

O

、
些
、
O

云
、
七

一
室
、
ご

瑠
、
三

警
護

舞
ぞ
八
聾

一
豊
し
八

　
O
、
圃

晃
六
、
鴬

負
項
、
八

ズ
四
、
二

百
δ
、
四

一八

ｵ．

ｵ

　
八
盆

匝
八
」

昊
」

κ
O
、
覧

七
、
開

児
堂
期
に
於
け
ろ
瀞
融
嚢
蓬
の
檸
滞
撹
象
に
蕊
て

測
定
に
よ
れ
、
ば
、
次
ぎ
に

示
す
が
如
く
、
男
女
ε
も

尋
常
小
鼠
五
年
生
師
ち

十
歳
の
時
に
於
て
動
，
作

の
重
度
に
消
極
的
四
達

　
　
三
五



　
　
　
　
　
遣
讐
學
研
究
　
第
六
拾
號
㌦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
山
ハ
、

蹴
．
現
れ
、
軍
一
結
界
時
が
九
歳
よ
り
も
著
し
く
壇
罪
し
て
居
る
。
而
し
て
其
壇
加
は
女
兇
は
男
児
よ

　
り
も
一
居
大
で
あ
る
。
十
歳
以
後
に
於
て
男
兇
十
三
歳
、
女
見
十
二
歳
に
於
て
再
び
反
門
下
の
増

　
加
を
起
し
、
女
晃
は
男
見
よ
り
も
、
其
増
加
が
著
し
い
。
　
こ
の
十
歳
、
十
二
歳
十
三
歳
に
於
け
る
反
癒

　
制
度
の
消
極
的
登
達
の
外
に
、
更
に
入
舞
は
積
極
的
登
達
量
の
極
小
期
に
當
っ
て
居
る
。
さ
れ
ば
．

　
余
は
こ
の
事
實
に
墓
き
、
軍
一
意
志
動
作
の
蓮
華
は
男
女
ご
も
十
歳
に
穿
て
消
極
的
登
国
号
は
れ
、

　
卑
見
十
二
歳
、
早
見
十
三
歳
に
第
二
の
消
極
的
登
達
が
あ
り
。
入
歳
は
男
女
こ
も
意
志
動
作
速
度
登

　
達
の
停
滞
期
な
る
こ
ε
を
指
摘
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慧
　
軍
一
書
記
蓮
度

　
　
余
は
嘗
て
軍
一
書
記
（
算
用
数
字
の
一
を
最
も
書
き
易
き
大
さ
に
て
出
來
る
だ
け
帯
く
書
か
し

　
め
た
）
の
動
作
を
大
阪
の
女
子
三
歳
よ
り
十
七
歳
の
も
の
約
九
百
人
に
つ
き
十
秒
間
爲
さ
し
め
、
そ

　
の
動
作
数
を
測
定
し
た
。
次
表
に
こ
れ
を
見
る
に
、
軍
一
書
記
数
は
七
歳
よ
り
十
七
歳
の
後
孚
迄

　
増
加
す
る
が
、
就
中
五
歳
よ
り
九
歳
ま
で
の
増
加
が
最
も
大
で
あ
る
。
こ
ご
に
九
歳
は
最
大
の
増

　
加
を
示
し
、
五
歳
、
六
歳
、
七
歳
之
に
次
ぎ
入
歳
に
於
て
消
極
的
平
坦
現
れ
、
十
歳
の
壇
加
は
僅
少
に
し

　
て
十
二
歳
及
び
、
十
⊥
ハ
歳
の
各
前
縁
に
同
じ
く
消
極
的
登
達
が
現
れ
て
居
る
。
さ
れ
ば
此
軍
一
書

　
記
の
速
度
の
登
達
は
、
野
上
博
士
の
測
定
に
よ
る
軍
一
反
癒
動
作
の
速
度
の
登
達
ご
全
然
同
一
の
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進
路
を
呈
し
、
停
滞
又
ば
消
極
的
登
達
は
等
し
く
入
事
、
十
歳
、
十
二
歳
、
に
生
超
し
て
居
る
。
の
ま
①
答

が
六
歳
よ
b
十
七
歳
に
至
る
男
女
の
打
鍵
二
度
の
測
定
に
見
る
も
、
男
女
ε
も
九
歳
に
於
て
蓮
度

の
登
達
少
し
く
減
少
を
怪
し
、
女
児
十
一
歳
、
男
星
十
ご
歳
に
於
て
速
度
の
登
達
一
時
停
止
し
女
兇

は
そ
れ
よ
り
十
四
歳
ま
で
停
滞
の
現
象
を
呈
し
、
男
工
は
十
三
歳
に
於
て
消
極
的
登
達
を
示
し
て

居
る
。
唯
彼
我
の
異
る
所
は
、
此
等
の
時
期
、
彼
は
我
に
比
し
一
年
後
る
、
黙
に
あ
る
（
㈱
六
十
三
頁

以
下
、
。
ω
導
Φ
亀
昌
も
亦
野
望
よ
レ
十
二
歳
に
至
る
男
女
に
っ
き
三
十
秒
間
の
打
鍵
数
を
測
定
し
て

居
る
が
、
其
結
果
に
よ
る
も
、
男
女
ε
も
に
十
二
歳
及
び
男
子
十
四
歳
、
女
子
十
五
歳
に
於
て
、
打
鍵
速

度
の
停
滞
を
示
し
て
居
る
（
㈲
一
〇
九
頁
）
。

第
三
表
　
　
十
秒
間
軍
一
書
記
動
作
数
（
十
二
歳
以
後
は
一
歳
を
前
孚
、
後
雫
の
二
期
に
別
つ
）

下
二
前
脚
下
二
攣

・
十
秒
間
動
作
零

露
轡
櫓
抑

七
δ

七、

ｪ
　
　
一
四
、
蕊

O
、
八
　
　
穴
盆

明
〇
、
O

鉱
、
七

茜
、
二凶

出

年
　
　
齢

庫
三
輩
下
三
筆
茜
塾
＋
悪
筆
＋
五
墓

十
秒
間
動
作
数

羅
醤
櫓
中

豊
δO
£

　細一　四
I　N

爵
、
三

〇
、
一

　四二二穴
I　N二二就

　四一セN　l
二七

三
、
八

負
二
、
四

三
式
、
二

西
、
四

一八N　N八rつ

8
δ

モ
∩

晃
、
湘

負
O
、
一

翌
」

二、

丁
五
璽
＋
六
里
＋
六
事
‡
壁
土
＋
七
癖

兇
、
〇

一、

R

岡
八
、
二

負
O
、
八

兇
d

O、

ｪ

喬
δ

凪、

n

六
〇
δ

穴
δ

児
三
期
甚
於
け
る
精
淋
獲
遽
の
停
滞
現
象
鴛
就
て

・
三
七
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暫
學
研
　
究
第
六
蛤
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
入

　
以
上
蓮
べ
た
る
野
上
博
士
、
著
者
臼
｝
ぴ
。
3
0
。
ヨ
。
2
3
、
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
軍
一
な
る
意
志
動
作
の

蓮
度
は
、
我
國
の
見
量
に
於
て
は
九
歳
、
米
國
の
兇
董
に
於
て
は
ナ
歳
乃
至
十
一
歳
に
於
て
最
大
登

簿
期
の
絡
極
に
達
し
、
我
飾
兜
董
に
て
は
入
歳
及
び
十
歳
、
米
國
の
兇
量
に
於
て
は
十
一
、
或
は
十
二

歳
（
時
に
は
“
十
三
歳
）
に
於
て
道
導
の
停
“
滞
又
は
清
適
的
襲
達
が
現
出
し
て
居
る
ε
云
ふ
こ
ε
が
出

黙
る
。
而
し
て
我
國
児
董
の
輩
一
動
作
速
度
の
最
大
登
達
期
は
、
余
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
五
歳
よ
り

九
歳
の
五
ヶ
年
間
に
し
て
、
九
歳
以
後
の
各
口
年
の
増
加
は
極
め
て
僅
少
で
あ
る
。
こ
の
最
後
の
事

實
は
、
余
が
京
都
麻
、
市
小
罎
稜
優
良
兇
に
つ
き
算
用
数
字
、
片
假
字
、
軍
一
な
る
囲
形
の
書
記
時
間
の

測
定
の
結
果
よ
う
も
確
め
得
ら
る
、
斯
で
あ
る
。
　
こ
の
結
菓
に
よ
れ
ば
、
三
種
の
書
記
時
間
は
三

　
　
．
第
四
表
各
種
書
記
時
間
（
秒
）
　
　
學
年
よ
り
四
學
年
郎
ち
入
歳
よ
り
九
歳
に
至
る
際

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
極
め
て
大
な
る
時
間
の
減
少
を
示
し
、
以
後
十
一

　
講
小
鍵
學
主
三
　
四
　
五
　
六

軍片算

　　用な興
る　数
圖

形字送

O
、
八
釜

O
、
空
就

O
、
西
七
〇

O
、
六
三
疏

O
、
究
説

O、

ｵ
壽

O、

a
説

O
君
這

O
、
七
δ

O、

|
O

O
、
七
〇
託

O、

樺
u

歳
ま
で
の
減
少
は
極
め
て
僅
か
で
あ
る
。
郎
ち
上

記
三
種
の
速
度
の
最
大
螢
達
期
も
九
歳
に
於
て
其

絡
極
に
達
せ
る
こ
ε
を
明
示
し
て
居
る
◎
唯
こ
の

優
良
兜
に
於
て
は
、
十
歳
に
於
て
登
達
の
停
滞
現
象
あ
る
も
、
消
極
的
登
達
を
示
さ
い
黙
に
鞭
て
前

記
の
多
く
の
結
果
ご
少
し
く
趣
き
を
異
に
し
て
居
る
の
み
で
あ
る
。



　
　
　
　
　
　
　
　
乙
魏
念
把
持
の
量

　
一
定
時
間
内
に
饗
何
の
観
念
を
把
持
し
得
る
か
は
直
接
記
憶
の
量
に
よ
り
て
推
定
す
る
こ
ご

が
で
き
る
。

　
杉
崎
氏
は
長
野
縣
附
属
品
．
學
校
生
徒
に
つ
き
三
語
乃
至
八
語
よ
り
戒
る
抽
象
並
に
裳
階
名
詞
・

の
直
接
記
憶
量
を
測
定
せ
ら
れ
、
余
は
三
語
乃
至
入
語
よ
り
成
る
具
禮
名
詞
、
素
語
よ
り
成
る
抽
象

名
詞
の
直
接
記
憶
量
を
京
都
府
、
市
小
論
稜
優
良
男
児
に
つ
き
て
測
定
し
π
。
こ
の
結
果
に
よ
れ

ば
、
京
都
優
良
男
兇
及
び
長
野
縣
愚
見
に
於
て
は
、
明
に
十
歳
に
於
て
直
接
記
憶
量
に
清
艶
隠
栖
蓬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
直
し
て
居
る
。
長
野
縣
男
兇
に
め

　
　
第
五
表
　
直
接
記
憶
量

。
三
業
τ
二
三
四
五
六
　
り
て
は
九
歳
に
停
滞
現
象
浮
子
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
は
僅
少
な
る
発
…
達
が
あ
る
。

　
解
長
野
｛
一
三
ご
翻
　
讃
｝
鷺
　
籠
熊
畑

蝋
量
　
　
　
’
　
　
　
　
　
七
、
宅
八
、
三

　
　
　
京
都
男
　
　
　
　
　
　
　
穴
曵
〇
　
七
、
西
七

263悼

　
　
　
　
　
　
　
丙
　
観
念
再
生
の
蓮
度

掘
念
再
生
砂
速
度
は
聯
想
反
懇
時
又
は
一
定
時
間
内
に
於
け
る
加
鐸
数
に
よ
り
て
測
定
す
る

　
　
　
児
童
期
に
於
け
る
精
紳
嚢
蓬
の
停
滞
現
象
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
五
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響
學
研
究

こ
ε
が
で
き
る
。
、

第
六
捨
魏

四
〇
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
L
　
聯
想
反
癒
時

　
余
は
嘗
て
東
京
女
子
高
等
師
範
學
綾
、
同
附
屡
高
等
女
學
校
、
同
附
属
小
車
校
、
東
京
府
立
第
二
高

等
女
直
校
生
徒
に
り
き
聯
想
反
面
時
を
測
定
し
沈
（
㈹
六
四
九
頁
以
下
）
。
こ
の
結
果
に
よ
る
ご
十

歳
の
も
の
は
九
歳
に
比
し
、
具
膿
聯
想
、
抽
象
聯
．
想
ご
も
其
聯
想
反
金
時
が
比
較
的
著
し
く
増
大
し
、

第
六
表
　
聯
想
反
鷹
時

　
　
　
　
　
　
東
京
女
子
商
師
、
附
属
小
學
校

學
年
一
｛
二
三
四
五
六
　
「

　
東
京
女
子
高
師
、
附
三
女
一
校

　
東
京
府
立
第
二
嵩
等
厚
學
校

一
　
　
　
二
　
「
　
三
　
　
　
四
　
　
　
五

具
膿
聯
想

抽
象
聯
想

雨
者
挙
均

學
　
　
三

具
燈
縣
．
想

抽
象
聯
想

雨
者
亭
均

」

oooNNN
一八

f叢2
三
、
〇

三

門
」

瀬
、
八

州
、
職

四

宍
」

宍
、
湘

宍
、
説

五

天
、
九

一六

A
八

名
、
允

「
　
　
「
　
　
」
　
　
」
　
六

四
　N
ゾu

’ピ　　一

　N　　N
ヲu　九

晃
、
遣

圭
、
亀
き
£

一四

A
O

芙
、
七

設
、
剛

載　ts
t1Yl

ゴu　－
　N　　l
o　　八

八、

ｪ
丁
、
八

二
、
八

勲，

ｪ
丑
、
八

ご
、
八

八
、
一

へ
瓢
．
八
2

置、犬
、
O

系
八

京
都
市
錦
林

小
學
校

蹴
、
準

、
呉
六

五
、
六

六
、
滋

系
竪穴
2

六
、
｝
．

穴
δ

穴
、
鴨

十
一
歳
に
於
て
も
十
歳
ビ
同
一
の
歌
態
を
持
帯
し
て
居
る
っ
さ
れ
ば
こ
の
結
果
に
よ
れ
ば
十
歳

乃
至
十
一
歳
は
観
念
女
生
の
速
度
の
消
極
的
登
達
期
ご
見
る
事
が
で
き
る
つ
畏
友
千
葉
文
學
士



が
京
都
市
立
端
林
小
篇
校
生
徒
に
つ
き
て
の
測
定
に
よ
れ
ば
、
具
膿
聯
想
の
速
度
は
十
歳
に
於
て

成
人
の
二
度
に
接
近
し
、
十
歳
よ
り
十
一
歳
に
至
る
速
度
の
減
少
は
極
め
て
僅
少
で
あ
る
。
抽
象

聯
想
の
速
度
に
十
一
歳
に
於
て
輕
度
の
消
極
的
登
達
を
示
し
て
居
る
（
G
り
三
六
一
頁
以
下
〉
。
杉
崎

氏
は
長
野
縣
師
範
學
校
附
厩
小
學
校
生
徒
に
つ
き
て
、
制
限
剛
聯
想
の
速
度
を
確
定
せ
ら
れ
て
居
る

が
、
其
結
果
に
よ
る
ご
男
児
に
於
け
る
聯
想
の
速
度
は
、
六
歳
よ
り
十
一
歳
の
問
に
於
で
停
滞
又
は

清
極
的
屋
達
を
，
見
る
’
こ
ご
を
得
な
い
が
前
癌
に
あ
り
て
は
十
一
歳
に
於
て
明
に
停
滞
現
象
が
現

出
し
て
居
る
。
　
さ
れ
ば
女
見
に
於
て
は
十
歳
或
は
十
一
歳
に
聯
想
の
速
度
に
、
停
滞
現
象
の
存
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
こ
ε
は
疑
ふ
べ
か
ら
ざ
る
事
實
で
あ
る
。

　
　
　
第
七
表
　
到
限
聯
想
の
四
達
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
，

學
王

女男

一四

v
一三

A
鳳

二
　
　
三

護
、
四

二三

A
六

三
、
四

二
七
』
呂

四
　
　
五
　
　
六

四
四
、
四

四
四
詮

蔵三雪
穴　一
審　、
匹1八

六
二
、
〔

翼
、
穴

265

聯
想
の
遽
度
は
、
余
の
高
等
女
工
校
、
女
子
高
等

師
範
寸
寸
生
徒
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
十
二
歳
に

於
て
直
達
の
頂
黙
に
接
近
し
て
居
る
。
さ
れ

ば
聯
想
の
速
度
は
十
歳
乃
至
十
二
歳
に
於
て

其
登
達
を
停
止
す
る
ご
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
　
加
　
　
算
　
数

　
加
算
の
心
理
的
過
程
は
一
種
の
制
限
聯
想
で
あ
る
○

　
　
　
　
児
堂
期
に
於
け
ろ
精
淋
獲
蓬
の
停
滞
現
象
に
蕊
て

心
情
に
一
定
時
間
内
に
於
け
る
加
算
数

　
　
監
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
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哲
學
研
究
　
　
餓
工
ハ
拾
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
四
二
〆

は
こ
の
制
限
聯
想
の
蓬
度
を
概
括
的
に
示
し
た
も
の
ざ
見
る
こ
ご
が
出
來
る
。
先
年
長
野
縣
敷

科
研
究
會
は
、
余
等
の
指
導
の
下
に
、
亡
く
小
學
校
児
董
に
つ
き
加
算
能
、
練
習
に
よ
る
加
箕
能
磯
達

過
程
、
加
算
能
一
日
七
時
の
消
長
等
を
研
究
し
、
其
結
果
を
研
究
會
大
盛
に
報
告
せ
ら
れ
た
。
　
加
算

能
は
主
乙
し
て
、
槻
念
聯
合
の
蓮
度
に
依
存
す
る
の
で
あ
る
か
ら
，
こ
の
加
算
能
の
登
達
は
槻
念
聯

合
の
速
度
襲
達
の
一
資
料
を
見
る
こ
ご
が
で
き
る
。
か
＼
る
意
義
の
下
に
前
記
研
究
會
報
告
を

見
る
ご
、
次
の
如
き
結
果
が
示
さ
れ
て
居
る
。
加
糞
は
軍
位
数
三
個
の
和
の
面
出
に
し
て
作
業
時

間
は
五
分
で
あ
っ
た
。

　
　
　
第
入
表
　
加
算
能
率
の
登
達
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
結
果
t
よ
れ
ば
、
男
女
ご

r
年
ア
こ
尋
常
小
島

ご
一
　
「
　
m
目
　
　
　
　
五
　
　
　
　
山
下

高

小

一陣

撒算加間分五

三櫓
女男
茄加

詮
、
O

蕉
、
国

髭
、
四

一四

A
四

究
、
凶

竃
δ

豊
、
灘

宍
」

冥
』
二

一
寒
八

負四負四Ea　一一　一　x
i　N　N　N
o二八も

昊
、
七

三
δ

男
興

へ
四

発
、
七

三獅

n

姦
、
三

一四

A
七

穴
O
、
O

O、

ｦ

宅
、
凪

三、

も
一
歳
、
九
歳
ε
極
め
て
大
な
る

増
加
を
爲
し
、
十
歳
に
至
b
雨
者

ε
も
に
消
極
的
直
達
を
示
し
、
殊

に
女
児
が
早
見
よ
り
も
著
一
し
い
。

而
し
て
十
一
歳
以
後
の
蛮
達
は

比
較
的
少
い
、
余
は
之
ご
同
一
の
加
算
作
業
を
京
都
府
師
範
學
二
面
旙
小
學
稜
の
生
徒
に
試
み
、
長

野
縣
の
児
董
の
示
し
だ
る
ポ
の
ご
全
く
同
一
の
結
果
を
得
た
。
郎
ち
男
女
こ
も
、
十
歳
に
於
て
溝



極
的
熟
達
の
現
出
せ
る
こ
ε
を
確
め
得
た
ゆ
さ
れ
ば
男
女
ご
も
十
歳
は
輩
に
外
的
動
作
の
丁
度

観
念
把
持
能
に
於
て
の
み
な
ら
す
知
的
活
動
の
速
度
の
登
達
に
於
て
も
、
停
滞
又
は
消
極
的
下
達

の
時
期
な
る
こ
ご
を
認
定
し
得
る
ご
遵
ふ
の
で
あ
・
る
。
而
し
て
こ
の
加
鋒
数
の
減
少
が
加
算
の

和
の
書
記
時
間
の
増
大
に
基
く
も
の
に
あ
ら
ざ
る
こ
ご
は
、
算
用
∵
数
量
書
記
時
間
の
九
歳
よ
り
も

十
歳
の
梢
短
き
こ
ε
に
よ
っ
て
知
ら
る
》
の
で
あ
る
（
第
四
表
〉
。

第
九
表
　
　
練
習
に
よ
る
加
算
能
の
登
達

D．67

五分間加箕撒

十
歳
女

九
歳
女

十
歳
男

呼
歳
男

練
脅
日

，
嫌
轡
鵬
鵬
魏
齪
戯
観
鵬
観
鵬
叫
悔
77・1

81．0

81．2

85．4

855

86．6

88．7

89，2

9ユ：9

92．7

ユ652。1

翻
雛
a
3
猫
脚
＆
3
鯨
艮
黙
認
α
畠
船
唄
諏
磁
鴇
師
驚
釦
蛉
鍛
＆
8
＆
8

4
5
5
5
6
6
7
7
舳
7
7
7
7
7
8
8
8
8
8
9
9
9
9
9

1789．9

雛
漕
網
粥
＆
o
％
愚
闇
粥
m
o
B
肪
鴨
脚
α
o
”
踏
諏
鴨
鼠
の
鍼
雛
扮

4
4
5
5
5
5
6
6
6
7
7
7
7
7
8
7
8
8
8
S
9
9
9

1657．2

恥
町
鍛
碕
認
鍛
襟
脚
肥
篇
α
心
船
級
儲
％
9
B
㎝
％
鐙
齢
職
漁
肥

4
4
5
■
5
5
6
6
6
6
6
7
7
7
7
7
7
S
8
8
S
8
8
9

ユ643．6

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
U
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
鮒
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3

合　計

＼
児
癒
期
に
於
η
る
瀞
融
獲
麺
の
停
瀞
現
象
に
就
て

四
三
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折
期
學
研
究
　
　
第
轟
ハ
拾
號

．
’

’
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’
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’
〆

’

ノ

’

’

　
’
　
’

ノ

t一’

　，ノ

t’

t

，ノ

＿ガ癒男
・・… �ﾎ男

ノ
戸
　
　
！

　
　
’

ノ

1　3　5　7　9　ll　13　15　17　19　O“1　913

　　　　　練　　習　　日

　　　第一圖加算能薮達過程線

五

分

間

加

算

数

94

　2

90

　8

　6

　4

　2

80
　8

　6

　‘1

　2

70
　s

　6

　4

　2

‘三〇

　s

　6

　4

　2

50
　8

　6

　4

　2

40

　
　
四
四

　
十
議
に
於
け
る
加
算

　
懸
能
の
減
少
は
、
こ
の
加
算

能
の
測
定
を
成
し
だ
る

際
の
一
時
的
現
象
に
あ

ら
す
し
て
、
寧
ろ
永
績
的

の
現
，
象
で
あ
る
。
こ
の

濾
極
的
登
達
の
永
績
性

を
確
め
得
た
る
は
、
加
算

能
の
測
定
後
に
試
み
ら

れ
た
練
習
に
よ
胤
加
算

能
の
覆
達
過
程
の
研
究

で
あ
る
。
前
記
研
究
會

に
於
て
は
兇
童
に
毎
日

一
定
の
時
間
に
五
分
間

の
加
算
作
業
を
課
し
、
其
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叡
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勉
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／
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謡
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一

　
　
　
　
　
　
　
　
．
ノ
　
　
　
　
　
㌃
習

　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
　
　
　
　
　
・
練

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
p
ノ
‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
　
　
　
　
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

五

分

間

加

数

100

　s

　6
　垂

　2
90

　s

　6

　4
　‘2

80

　8
　6
　4
　2
70

　8
　6
　ii：

　2
60

　s
　6
　4
　2
50

　8
　6
　4・

　2
‘10

第ご圖加算能登達遇程線

兇
堂
期
に
於
け
る
精
醜
獲
悲
の
停
滞
現
象
に
就
て

作
一
業
能
の
増
進
す
る
朕

態
一
を
確
定
し
た
。
こ
の

結
果
に
よ
る
ご
練
習
に

よ
る
加
算
能
の
登
達
は

女
児
に
於
て
は
九
歳
は

十
歳
の
者
よ
り
著
し
く
．

優
超
の
歌
態
に
あ
）
、
男

児
に
あ
り
て
は
十
歳
の

も
の
は
九
歳
の
も
の
に

比
し
練
習
の
中
期
以
後

に
於
て
少
し
く
優
越
の

状
態
に
轄
す
る
も
、
其
初

期
に
於
て
は
九
歳
の
も

の
は
十
歳
の
上
に
あ
る
》
．

今
二
子
三
日
間
の
総
加

　
　
四
五
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哲
學
研
究
　
　
第
一
ハ
拾
號
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
M
闘
山
ハ

十
目
数
を
比
較
す
る
に
、
男
児
還
幸
の
も
の
は
エ
ハ
五
七
、
二
に
し
て
九
歳
は
一
六
四
三
、
六
、
女
兇
十
歳

は
二
六
五
二
、
一
に
し
て
、
九
歳
は
一
七
入
墨
、
九
、
で
あ
る
。
帥
ち
男
児
十
歳
の
も
の
は
九
歳
に
比
し

二
十
三
日
間
に
僅
に
一
三
、
六
の
優
越
を
示
す
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
事
實
に
よ
れ
ば
明
に
’
男
兜
十

歳
は
加
算
能
に
於
て
九
歳
ご
略
ぽ
同
一
歌
聖
に
あ
り
、
少
し
も
螢
達
め
徴
候
が
現
れ
て
居
な
い
こ

ε
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
故
に
こ
の
期
を
以
て
男
見
加
算
能
獲
達
の
停
滞
期
ε
云
は
ね
ば
な

ら
な
い
。
更
に
女
児
に
於
て
は
停
滞
に
あ
ら
す
し
て
、
明
か
に
消
極
的
登
達
を
示
し
，
練
習
二
十
三

日
の
各
期
に
於
て
十
歳
の
も
の
は
常
に
九
歳
の
も
の
，
、
下
に
あ
る
（
第
二
圖
墾
照
）
。
從
っ
て
二
十

三
，
日
華
の
加
鋒
総
量
九
歳
の
も
の
は
十
歳
の
も
の
に
比
し
、
實
に
一
三
七
、
入
も
多
い
の
で
あ
る
。

さ
れ
ば
女
児
に
於
て
は
、
十
歳
は
明
に
翠
煙
の
消
極
的
登
達
期
な
り
と
臨
幸
し
て
決
し
て
誤
謬
の

無
い
こ
ビ
、
信
ず
る
u

　
　
　
　
　
　
　
　
丁
　
観
念
聯
合
構
成
の
速
度

　
余
は
先
に
観
念
聯
合
の
蓮
度
の
宝
達
よ
り
見
て
、
男
兜
十
歳
は
停
滞
期
、
女
見
十
歳
は
消
極
的
螢

達
期
な
る
こ
ご
を
明
確
に
し
た
が
、
然
ら
ば
観
念
聯
合
構
成
の
速
度
に
於
て
は
ご
う
で
あ
ら
う
か
。

槻
念
聯
合
構
成
の
蓮
度
は
概
換
法
（
ω
⊆
σ
ω
氏
仲
二
瓜
O
β
　
酢
Φ
も
0
8
）
を
利
用
し
、
其
一
定
時
間
に
所
定
，
の
置
換
を

塗
し
た
る
数
に
よ
り
て
之
を
測
定
す
る
こ
ε
が
出
馬
る
。
畏
友
長
野
縣
師
範
學
稜
杉
崎
琢
氏
は



該
稜
蜂
鳥
U
小
n
學
校
生
徒
に
つ
き
余
は
京
都
府
…
、
感
熱
學
校
優
良
兇
に
っ
き
観
念
聯
合
構
成
の
速
度

を
測
定
し
た
。
今
其
結
果
を
見
る
に
次
表
の
如
く
、
長
野
縣
の
男
児
に
於
て
は
、
十
歳
の
も
の
、
億

　
　
　
第
＋
表
五
分
間
の
鑑
歎
　
　
　
　
　
臨
監
は
九
歳
の
も
の
こ
全
一
墜
で

箒
小
弓
難
7
感
量

間分五
三三重
長
野
｛
娚

京
都
男

三
パ
、
O

｝
茜
、
穴

謁
、
O

孤
三
、
六

＝
一
二

四
　
　
五
　
　
六

究
．
二

宅
、
穴

詣
、
国

喪：裂き
N　N　Nソt八フ母

巻
、
O

調
δ

三
流
δ

＝
七
δ

一
三
b
∩

三
七
、
九

あ
り
、
京
都
の
優
良
児
に
於
て
は
九
歳

よ
り
十
歳
へ
の
進
歩
は
著
し
く
十
歳

よ
り
十
一
歳
へ
は
極
め
て
僅
少
の
…
進

歩
し
か
な
い
Q
長
野
雪
女
兜
に
於
て

は
、
九
歳
よ
り
十
歳
の
間
に
輕
度
の
進
歩
が
あ
る
も
他
の
年
齢
の
祖
廟
に
比
し
極
め
て
其
量
が
少

い
。
さ
れ
ば
こ
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
普
通
児
に
於
て
は
十
歳
、
優
秀
兇
に
あ
り
て
は
十
一
歳
は
観
念

聯
合
構
成
の
速
度
登
達
の
一
停
滞
期
ビ
見
る
こ
ε
が
で
き
る
。
，
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量
　
概

括

　
以
上
述
べ
家
b
た
る
こ
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
我
國
見
董
は
次
表
に
示
す
が
如
く
、
身
長
、
膿
重
、
…
軍
一
意
、

志
動
作
（
軍
一
反
命
、
軍
一
書
記
、
糞
用
数
字
書
記
、
片
假
宇
書
記
、
軍
一
圖
形
書
記
）
、
槻
念
把
持
の
量
、
各
種

の
聯
想
郎
ち
観
念
再
生
の
蓬
度
、
観
念
聯
h
合
構
成
の
極
度
に
於
て
、
明
か
に
停
滞
叉
は
溝
極
的
登
達

　
　
　
　
混
蕩
に
鳶
藷
饗
達
㊧
滞
嚢
続
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
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年
齢
獲
現
度

九
歳
十
歳
十
一
歳

｝六二

一一・d l

身
，
　
　
長

勢
　
　
長

膿
　
　
重

軍
一
反
鷹

軍
一
書
詑

算
用
数
字
書
記

片
假
字
書
記

輩
一
魎
形
審
認

槻
念
把
持

観
念
把
持

聯
　
　
想

聯
　
　
想

制
限
聯
想

剃
限
聯
想

擬
念
聯
合
構
戊

観
念
聯
合
構
成

十『 ¥ 十九十十十　　十　十

十 一一

十　十 十　九十九

十　十十　十 十

歳

槍杉研長杉千検捨杉櫓捨檜檜野細土三
　究野
　會島
崎嵯科峰葉崎崎

t：

剄闕闕闖纉㊧苴

獲
達
の
特
徴
　
一
片
　
滞
　
期
　
「
潰
極
的
獲
達
期
　
　
淳
　
滞
　
期
　
「
潰
極
的
獲
蓮
期
　
、
　
研
究
者

男

女

　
炉
艦
質
離
㍗
研
究
　
　
第
六
晶
蝦
號

第
十
一
表
　
停
滞
及
び
溝
極
的
登
達

一
覧

四
八



2亨3

，
が
存
在
し
て
居
る
。
而
し
て
男
兜
に
あ
虻
て
は
消
極
的
螢
藩
の
登
現
は
比
較
的
に
少
く
蚕
達
の

停
滞
現
象
が
極
め
て
顯
著
で
あ
る
。
　
女
児
に
於
て
は
、
登
達
の
停
滞
ご
消
極
的
登
達
は
相
牢
ば
し
、

五
っ
て
男
姿
に
比
し
消
極
的
螢
達
の
登
現
数
多
く
、
且
つ
濾
極
的
登
蓬
の
程
度
も
男
見
に
比
し
著

し
く
大
で
あ
る
。

　
男
女
ご
も
登
達
の
停
滞
又
は
清
概
的
鴬
野
の
螢
現
年
齢
は
、
九
歳
乃
至
十
一
歳
の
間
に
し
て
、
就

中
十
歳
の
登
現
数
最
も
大
に
し
て
、
十
一
歳
之
に
次
ぎ
、
九
歳
最
も
僅
少
で
あ
る
〇
九
歳
に
於
て
停

滞
現
象
を
示
す
は
、
主
ざ
し
て
身
膿
的
特
徴
℃
し
て
、
精
紳
的
特
徴
に
於
て
は
槻
念
の
把
持
量
に
之

を
見
る
の
み
で
あ
る
。
さ
れ
ば
精
棘
活
動
登
達
の
停
滞
又
は
滑
…
極
的
螢
達
ば
男
女
こ
も
十
歳
乃

至
十
一
歳
に
現
れ
、
就
中
十
歳
．
の
心
墨
度
数
が
最
大
で
あ
る
。
　
さ
れ
ば
以
よ
の
結
果
を
概
括
す
れ

ば
、
我
國
断
想
の
平
芝
活
動
鞍
選
の
停
M
滞
期
或
は
消
極
的
男
達
期
は
十
歳
を
中
心
こ
し
て
登
現
す

る
の
で
め
ら
う
ε
假
に
断
定
す
る
二
ざ
が
で
き
る
。

　
叢
に
精
…
棘
活
動
ご
云
ふ
は
、
一
切
の
種
類
の
精
瀞
活
動
に
あ
ら
す
し
て
、
主
ご
し
て
軍
一
意
志
動

作
並
に
詔
比
較
的
簡
易
．
π
か
る
知
的
活
動
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
此
等
の
軍
一
意
志
動
作
、
簡
易
な

る
知
的
活
動
も
亦
掌
中
に
質
的
並
に
量
的
活
動
を
含
ん
で
居
る
が
、
余
の
叢
に
述
べ
た
る
各
種
の

．
活
動
は
主
に
其
量
的
方
面
即
ち
活
動
の
速
度
の
薮
達
を
考
察
し
た
の
で
あ
る
。
夫
故
に
上
に
述

　
　
　
　
兜
霊
期
に
於
け
ろ
三
三
獲
舷
の
鯵
滞
覗
象
に
就
て
．
．
　
　
　
　
『
　
　
　
　
　
　
四
九
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五
〇

．
ぺ
だ
る
断
定
を
仔
細
に
叙
述
す
る
な
ら
ば
、
比
較
的
…
軍
一
な
る
意
志
罪
作
の
蓮
度
並
に
比
稜
的
簡

易
な
る
知
的
活
動
の
蓮
度
登
窯
は
十
歳
を
中
心
こ
し
て
停
滞
又
は
消
極
的
登
達
を
示
す
の
で
あ

る
ご
云
ふ
べ
き
で
あ
る
。

　
こ
の
伝
受
は
比
較
的
確
実
な
る
資
料
に
基
き
た
る
も
の
に
し
て
、
大
過
な
か
ら
ん
ご
思
ふ
の
で

あ
る
が
、
被
懸
者
の
数
も
未
だ
充
分
な
ら
す
、
又
我
國
各
地
の
児
董
に
つ
き
て
の
測
定
で
も
な
く
、
僅

か
に
東
京
、
京
都
、
大
阪
、
の
三
市
で
長
野
の
一
縣
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
異
る
土
地
の
兇
董
じ
つ
き
て
測

定
を
行
っ
た
な
ら
ば
、
こ
の
断
定
の
十
歳
ご
正
し
く
相
　
致
す
る
所
も
ψ
‘
o
る
べ
く
或
は
九
歳
叉
は

十
一
歳
に
覧
る
場
所
も
現
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
故
に
こ
の
停
滞
期
又
は
潰
乱
階
上
勢
望
を
各

地
に
つ
き
て
具
農
鮒
に
決
定
す
る
こ
ε
は
驚
、
來
の
研
究
に
挨
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
論
文

は
停
滞
期
又
は
溝
極
的
潮
岬
期
の
存
在
ご
其
現
出
の
蓋
然
的
晴
期
の
指
摘
を
目
標
こ
し
た
の
で

あ
る
。
又
こ
の
停
滞
或
は
消
極
的
登
蓬
現
象
の
開
始
、
蓮
籏
、
竪
結
の
時
期
も
確
定
す
べ
き
で
あ
る

が
、
未
だ
此
等
の
．
事
實
を
決
定
す
べ
き
資
料
に
乏
し
く
、
こ
は
將
來
の
問
題
ご
し
て
荘
に
提
出
し
て

麗
く
。



275

圏
　
説

明

　
十
歳
惣
中
心
ご
し
て
軍
一
な
る
意
志
動
作
並
に
簡
易
な
る
知
的
活
動
の
速
度
に
停
滞
又
は
消

極
的
登
達
の
現
出
す
る
こ
ビ
は
、
以
上
の
考
察
に
、
基
き
殆
ん
ご
疑
ふ
べ
か
ら
ざ
る
事
實
ε
、
思
ふ
の

で
あ
る
が
、
然
ら
ば
こ
の
事
實
は
何
に
よ
っ
て
起
つ
た
の
で
あ
ら
う
か
。
物
税
個
々
の
身
騰
並
に

精
紳
獲
達
の
研
究
者
が
、
登
達
の
律
動
を
時
々
指
摘
し
て
居
る
が
、
其
律
動
の
原
因
を
相
賜
的
に
考

察
し
だ
も
の
は
稀
で
あ
る
。
而
し
て
其
原
因
を
暴
ぐ
る
に
當
っ
て
も
、
多
く
は
氣
候
，
風
土
等
の
外

的
條
．
件
を
漠
然
ε
指
摘
し
、
精
紳
活
動
其
者
の
四
達
に
立
脚
し
て
考
察
し
た
も
の
は
極
め
て
少
い
。

ッ
、
回
Φ
§
螢
誉
は
好
ん
で
児
童
の
正
常
の
君
達
動
揺
（
島
。
き
§
鍮
王
国
導
ノ
♂
、
筆
立
§
σ
q
器
畠
づ
、
欝
融
雪
お
。
巳
を
研

究
し
て
居
る
が
、
氏
は
身
膿
酌
登
達
鋤
蒸
の
原
因
ご
し
て
兇
量
の
生
活
條
件
ご
生
理
西
部
登
達
過

程
ビ
を
算
へ
（
伺
九
一
一
九
三
頁
、
）
精
岸
里
達
の
、
動
揺
の
原
因
こ
し
て
は
二
野
の
登
達
の
墾
化
を
上

げ
て
居
る
（
㈲
九
九
一
一
〇
一
頁
）
。
濁
り
ζ
旦
《
Ω
密
は
晃
量
の
絡
書
の
研
究
に
於
て
、
描
寓
力
ざ
槻

賞
カ
ビ
の
獲
達
娼
相
学
的
に
研
究
し
、
一
方
の
力
の
腰
達
期
は
他
の
カ
の
停
滞
聖
な
る
こ
ご
を
明

か
に
し
て
居
る
．
の
み
で
あ
る
（
働
一
入
五
頁
㌔

　
か
く
の
如
き
有
様
で
あ
る
か
ら
、
爽
蓬
の
律
動
、
の
原
因
を
關
明
す
る
こ
と
は
、
將
來
の
胡
弓
の
事

　
　
　
、
児
鶉
に
於
望
薪
鑑
の
停
窺
警
璽
．
　
　
　
　
　
　
　
　
璽
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業
で
あ
う
、
今
直
に
こ
れ
に
解
決
を
與
ふ
る
こ
と
は
不
可
能
て
あ
る
が
、
こ
れ
が
解
決
を
、
與
ふ
る
準

備
ご
し
て
諸
家
が
諸
種
の
意
見
を
提
出
す
る
こ
と
は
、
眞
の
解
決
に
達
す
る
一
過
程
こ
な
る
こ
ビ

を
信
ず
る
。
故
起
余
は
孚
ば
事
實
を
基
礎
8
し
、
之
に
想
像
を
加
へ
て
兜
野
饗
に
於
け
る
こ
の
停

滞
現
象
に
一
の
解
鐸
を
加
へ
で
見
る
。

　
我
國
に
於
け
る
児
量
の
身
膿
的
成
長
の
比
較
的
最
小
量
は
九
歳
乃
至
十
7
歳
の
聞
に
現
る
、

こ
ご
は
、
先
に
指
摘
し
た
こ
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
は
濁
り
我
々
児
董
に
特
有
な
現
象
で
な
く
、
世
界
各

地
の
兇
董
に
共
通
の
吟
興
で
あ
る
。
　
呂
2
旨
勲
髭
は
兇
、
童
の
身
髄
的
成
長
を
抱
括
的
に
研
究
し
、
六

歳
よ
り
九
歳
の
問
を
以
て
急
速
耀
し
て
均
一
な
る
成
長
期
ご
費
し
⑧
九
九
藝
、
九
歳
或
は
十
歳
を

以
て
停
滞
期
（
u
①
℃
§
ω
闘
9
老
窪
，
δ
山
①
）
ご
論
定
し
て
居
る
（
㈹
入
九
頁
㌔
。
さ
れ
ば
九
歳
乃
至
十
一
歳
の

間
に
穿
て
平
準
的
成
長
φ
停
滞
期
が
約
一
ヶ
年
間
介
在
す
る
こ
と
は
、
動
か
す
べ
か
ら
ざ
る
確
實

な
る
事
實
で
あ
り
、
叉
こ
の
時
期
に
於
て
、
軍
一
な
る
意
志
動
作
並
に
簡
易
な
る
知
的
活
動
の
三
度

黒
歯
の
停
滞
叉
は
消
極
的
登
達
の
同
時
．
に
罵
る
こ
ご
は
、
余
の
先
に
明
ら
か
に
し
た
ビ
こ
ろ
で
あ

る
。　
か
く
の
如
く
御
町
の
成
長
も
簡
易
な
る
知
的
活
動
の
速
度
も
、
共
に
鯨
骨
を
一
に
し
て
登
達
の

停
滞
叉
は
清
興
的
呼
号
を
現
嶺
す
る
こ
ご
は
、
登
達
的
研
究
の
注
意
す
べ
き
顯
著
な
る
事
實
ぜ
云
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は
ね
ば
な
ら
な
い
。
前
に
は
記
述
を
省
略
し
た
が
、
漁
り
こ
の
期
は
動
作
の
蓮
度
、
知
的
活
動
の
量
．

及
び
速
度
の
停
滞
期
の
み
な
ら
す
、
器
械
勲
記
悟
、
聯
想
的
學
習
の
登
達
の
総
捲
に
當
っ
て
居
，
る
。

（
こ
の
黙
の
事
實
的
記
述
は
省
略
す
る
）
。
さ
れ
ば
こ
の
十
歳
は
心
身
共
に
あ
る
方
面
の
登
達
の
一

絡
期
を
形
成
し
居
る
ご
解
す
る
こ
ビ
が
で
き
る
か
ご
思
は
れ
る
。

　
身
膿
に
つ
き
て
之
を
見
れ
ば
、
こ
の
時
期
ま
で
に
各
器
官
は
、
一
個
瞠
の
生
活
に
必
要
な
る
程
度

に
於
て
何
れ
も
略
ぽ
均
一
な
る
成
長
を
幽
し
、
小
模
型
に
於
て
一
時
略
ぼ
成
長
を
完
成
し
た
か
の

如
き
感
を
呈
し
、
そ
の
完
成
の
頂
瓢
に
於
て
停
滞
期
が
現
れ
た
機
に
見
え
る
。
然
る
に
こ
の
停
滞

期
の
後
に
は
急
激
な
る
施
工
の
改
造
作
用
処
り
、
兇
盛
期
に
於
て
小
模
型
に
完
成
し
た
る
身
禮
は

荘
に
一
度
溶
解
せ
ら
れ
、
兇
董
期
の
も
の
こ
は
全
く
異
る
構
造
、
異
る
比
例
に
於
て
再
鋳
造
を
成
さ

れ
る
か
の
如
き
趣
き
が
あ
る
冶
兇
董
期
に
於
け
る
身
重
は
個
禮
生
活
の
た
め
の
一
機
關
と
解
し

得
る
が
、
青
年
期
以
後
の
身
禮
は
種
族
保
存
の
機
關
に
一
睡
し
、
之
に
必
要
な
る
器
官
を
中
心
こ
し

て
、
そ
が
完
全
な
る
機
能
を
全
う
せ
ん
が
爲
め
に
存
在
し
、
登
溢
し
改
造
せ
ら
れ
居
る
ε
解
騨
す
る

こ
ε
が
で
き
る
○
帥
ち
十
歳
以
前
の
身
禮
ご
以
後
の
身
躯
ご
は
、
其
器
官
の
構
造
並
に
比
例
の
異

る
の
み
な
ら
す
其
身
膿
の
全
機
能
の
一
般
目
標
が
愛
化
し
て
居
る
。
少
く
も
墾
化
し
て
居
る
ご

解
す
る
こ
ご
が
で
き
る
ρ
而
し
て
十
歳
は
共
蓋
化
の
生
す
る
時
期
で
あ
る
。
こ
の
身
禮
的
目
標

　
　
　
　
児
一
期
に
於
け
ろ
精
一
三
三
の
停
滞
覗
象
に
就
て
　
・
㌧
　
　
　
　
　
　
　

、
　
　
　
‘
垂
ご
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の
墾
化
に
樹
癒
し
て
精
棘
的
曇
達
に
も
大
な
る
動
揺
が
現
れ
る
。
勘
ち
＋
歳
以
前
の
見
董
の
精

紳
は
主
ε
し
て
外
方
に
向
ひ
、
以
後
は
内
面
的
に
質
入
す
る
）
外
方
に
向
ふ
が
数
に
精
紳
は
受
動

的
態
度
に
傾
き
器
械
的
記
憶
旺
盛
に
し
て
、
外
的
事
象
人
類
の
経
駿
の
學
習
牧
得
に
適
し
一
好
ん
で

多
く
の
経
験
を
蓄
積
す
る
は
こ
の
時
代
で
あ
る
。
十
歳
以
後
心
漸
く
内
面
に
進
む
に
從
ひ
、
知
的

活
動
に
於
て
は
、
過
去
に
蓄
積
し
た
る
経
験
の
整
理
に
轄
じ
、
器
H
械
的
記
憶
は
衰
へ
て
論
理
的
記
憶

盛
ビ
な
り
、
想
像
作
用
漸
次
に
登
達
し
、
十
歳
以
前
に
於
て
主
ご
し
て
現
在
の
刺
戟
に
左
右
せ
ら
れ

だ
る
心
は
、
今
や
現
在
を
超
越
し
て
懸
仁
政
は
未
墾
に
走
わ
、
現
所
に
束
縛
せ
ら
れ
た
る
心
は
塞
間

の
至
る
所
に
自
由
に
飛
翔
し
得
る
に
至
り
其
以
前
自
己
に
固
定
せ
ら
れ
た
る
個
人
我
は
今
や
魅

會
我
に
縛
せ
ん
ε
し
て
居
る
。
約
言
せ
ば
十
歳
以
前
は
脚
高
我
慢
達
の
時
期
に
し
て
、
こ
の
時
代

に
於
て
は
個
母
野
の
焼
餅
に
必
要
な
る
精
瀞
磯
生
魚
達
し
、
十
歳
以
後
は
胤
愈
我
の
嶋
脇
に
縛
じ
、

こ
の
時
代
の
精
気
登
達
は
就
會
我
の
獲
生
、
爽
達
に
必
須
の
も
の
で
あ
・
る
。
こ
の
爾
我
の
登
達
の

過
溝
牌
期
こ
そ
は
、
身
膿
、
並
に
簡
易
な
る
繕
…
紳
曇
達
の
停
滞
期
に
潮
田
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
勿
論
こ

は
假
定
的
な
一
解
繹
で
は
あ
る
が
、
少
く
こ
も
こ
の
時
期
を
劃
し
て
、
各
種
の
精
紳
は
其
方
向
、
其
質
、

其
客
観
的
強
度
等
に
一
進
蒋
を
厚
し
、
轟
き
も
の
は
捨
て
ら
れ
新
し
き
も
の
、
新
し
き
器
に
酸
さ

る
、
の
事
實
は
、
確
實
な
る
資
料
に
基
き
多
少
謹
明
す
る
こ
ビ
が
で
き
る
。



・
今
先
づ
輩
一
な
る
意
志
動
作
を
見
る
に
智
見
よ
り
九
歳
ま
で
は
主
ご
し
て
其
速
度
の
方
向
に

襲
蓬
す
る
も
の
な
る
こ
ご
は
、
已
に
前
に
記
述
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
其
他
の
動
作
に
つ
き
て
も
之

を
謹
明
す
る
多
く
の
資
料
が
あ
る
。
例
へ
ば
余
の
先
年
研
究
し
た
る
用
箸
動
作
の
如
き
も
、
其
蓮

度
の
急
蓮
な
る
登
蓬
は
十
二
歳
以
前
に
於
て
現
れ
て
居
る
。
而
し
て
こ
の
十
歳
に
於
け
る
動
作

速
度
の
停
滞
ご
共
に
他
方
に
あ
・
り
て
、
こ
の
期
に
於
て
著
し
き
登
逮
を
生
す
る
動
作
の
他
面
が
ゆ
6
9

る
。
そ
は
主
ご
し
て
動
作
の
正
確
度
の
雨
乞
で
あ
る
。
動
作
の
正
確
度
は
こ
の
蓮
度
の
停
滞
期

　
　
　
第
＋
二
表
京
都
峨
爽
優
良
皐
，
を
出
島
影
こ
し
て
漸
次
嚢
達
す
る
も
の
な
る
こ
ご

　
　
　
　
　
　
　
秒
聞
調
節
運
働
距
離
　
　
　
は
余
の
嘗
て
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定
し
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る
調
簾
動
作
の
蓮
度
及
び

繁
小
量
年
一

三
　
　
四
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六

茅邑

醤
」曾

加
　N

三

智
動
響i

離
　x

粍

九
七
、
茜

三
聖
金

ご
へ
畳

宍
四
、
男

三
八
L
六
四

一
茜
、
嗜

西
£
八

27｛

動
を
笠
ハ
L
本
贋
ど
♪
9
る
調
…
簿
動
作
の
山
迷
度
は
、
右
表
の
如
く
十
鵡
旗
に
於
て
急
に
増
．
濾
す
・
る
、

及
び
女
學
稜
に
於
け
る
女
生
徒
直
線
縫
の
適
度
を
見
る
に
九
歳
ほ
b
十
こ
歳
迄
急
速
な
る
進
歩

を
な
し
、
其
技
術
は
十
「
歳
よ
り
急
に
…
選
み
更
に
十
五
歳
に
慌
て
極
度
の
進
歩
を
熱
す
様
に
見
え

る
今
裁
縫
の
技
術
の
程
度
，
を
代
表
せ
し
む
る
数
値
㍉
印
ち
三
十
秒
間
に
於
け
惹
針
目
の
総
数
に
饗

　
　
　
　
兜
澱
期
に
於
け
ろ
精
榊
援
謹
の
擦
滞
現
象
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
椛
五

運
計
の
正
確
度
に
つ
き
て
謹
靱
し
得
る
の
で
あ
る
。

前
に
も
述
べ
た
る
如
く
輩
一
動
作
の
遽
度
は
十
歳

に
於
て
停
滞
を
呈
す
る
の
で
ポ
の
る
が
、
正
確
な
る
運

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
學
校



？so

　
　
　
玉
膚
研
究
笙
ハ
論
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
垂
ハ

す
る
不
規
則
な
る
針
目
の
数
の
百
分
比
を
示
せ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
Q

　
　
　
第
＋
三
表
三
＋
秒
間
㊨
総
針
目
の
数
に
饗
す
る
　
　
　
　
さ
れ
ば
此
等
の
事
實
に
よ
れ

　
　
　
　
　
　
　
不
規
則
な
針
目
の
数
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば
、
軍
一
な
る
動
作
は
先
づ
最
初

　
　
　
尋
常
小
學
校
・

‘

　
學
　
年
　
　
　
四
　
　
五

顯
酬
鶴
針
「
石
、
ユ
薗
、
三

　
一

六
穴、

ﾜ
　
豊
　
穴
、
－
　
ご
、
ユ

高
尊
女
攣
校

一
二
一
三
　
剛
「

一、

ｵ

速
度
の
方
向
に
登
達
し
、
こ
の
登

達
一
定
度
に
達
す
れ
ば
次
ぎ
に

正
確
度
の
方
向
に
薫
じ
、
更
に
（
弦

に
は
其
資
料
の
記
述
を
省
略
す
る
が
）
十
⊥
ハ
歳
以
後
に
至
れ
ば
、
動
作
の
強
度
の
方
向
に
其
登
達
を

轄
す
る
の
で
あ
る
。
（
こ
は
余
の
誰
力
の
研
究
に
よ
り
て
明
に
謹
明
し
得
る
所
で
あ
る
）
。

　
か
く
の
如
く
輩
一
動
作
に
簸
て
は
、
蓮
度
、
正
確
度
、
強
度
．
の
登
達
は
、
各
其
時
期
を
異
に
し
、
一
の
登

臨
の
略
ぽ
完
成
せ
ば
、
次
ぎ
に
他
の
登
達
に
移
う
、
こ
の
無
期
に
所
謂
登
逡
の
停
滞
叉
は
溝
極
的
褒

達
が
現
は
れ
る
。
之
を
以
て
あ
る
特
徴
の
停
滞
期
は
、
他
の
特
徴
の
登
生
期
に
痴
る
ε
言
ひ
得
る
。

　
軍
一
動
作
の
獲
達
に
つ
き
て
槻
察
し
た
る
上
の
事
實
は
、
知
的
活
動
の
登
達
に
於
て
も
亦
同
じ

一
之
を
認
む
る
事
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
師
ち
九
歳
迄
は
圭
こ
し
て
知
的
活
動
の
適
度
の
優
勢

な
る
登
達
期
に
し
て
、
九
歳
又
は
十
歳
は
其
登
達
の
あ
る
程
度
の
完
成
期
に
七
っ
て
居
る
。
帥
ち

こ
の
年
齢
を
一
時
期
こ
し
て
、
知
的
活
動
の
密
度
は
登
達
の
頂
黙
に
接
近
七
、
以
後
は
更
に
他
の
方
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向
に
登
口
展
す
る
。
　
今
之
を
記
憶
の
質
的
爽
蓬
に
見
る
に
、
十
歳
ま
で
は
主
ビ
」
し
て
器
械
的
記
憶
に

傾
き
、
以
後
は
漸
次
論
理
酌
記
憶
に
轄
す
る
の
事
實
が
あ
る
。
更
に
之
を
聯
想
の
形
式
に
求
む
る

に
、
十
歳
以
前
の
聯
想
は
主
ご
し
て
同
位
若
し
く
ば
下
位
の
聯
想
に
傾
き
，
十
二
歳
頃
よ
b
上
位
聯

想
登
生
し
、
十
七
歳
に
至
り
て
該
聯
想
形
式
は
覚
ハ
・
大
部
を
占
む
る
に
至
る
も
の
な
る
こ
，
ご
は
、
巳
に

余
の
明
ら
か
に
な
し
た
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
㈲
七
三
－
八
二
頁
）
。
さ
れ
ば
十
歳
の
頃
聯
想
反
癒
時

の
増
加
す
る
は
、
聯
想
蓮
度
の
登
達
停
止
し
、
從
摩
こ
の
方
面
に
用
ひ
ら
れ
た
る
勢
力
は
新
な
る
方

向
に
流
用
せ
ら
れ
た
る
た
め
な
り
ご
解
す
る
こ
ご
が
で
き
や
う
。
此
等
の
事
實
に
よ
れ
ば
、
十
歳

に
於
け
墨
知
的
活
動
の
停
溝
叉
は
浴
極
酌
登
達
は
一
は
知
的
活
動
登
達
の
質
蜻
憂
化
に
基
く
ご

云
ふ
こ
ε
が
で
き
る
。

　
け
れ
ざ
も
十
歳
に
於
け
る
濡
極
的
登
達
を
軍
に
該
．
活
動
の
方
向
の
遜
化
に
の
み
露
着
せ
し
む

る
は
未
だ
其
全
部
を
養
し
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。
此
時
期
に
於
け
る
精
畔
脚
の
城
塞
を
大
伽
概
せ

ば
、
從
豊
平
達
し
早
り
た
る
知
的
活
動
の
質
的
鍵
化
の
外
に
、
更
に
情
意
の
方
面
に
大
な
る
養
化
を

來
し
、
寧
ろ
こ
の
方
向
の
新
な
る
登
展
の
た
め
に
、
一
時
知
酌
活
動
の
全
水
準
が
低
下
せ
ら
る
、
の

で
は
あ
る
ま
い
．
か
ご
思
は
れ
る
。
　
　
　
，

　
手
躍
董
の
域
情
的
褒
達
を
苦
痛
の
内
容
に
つ
き
て
見
る
叢
、
六
、
七
歳
ま
で
の
幼
鬼
は
主
ビ
し
て

　
　
　
　
児
堂
期
に
於
σ
ろ
精
融
渡
蓮
の
停
瀞
現
象
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囁
　
　
　
　
　
五
七
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、
，
暫
三
一
紫
第
六
拾
搬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
聚
．

身
騰
的
苦
痛
を
、
入
歳
乃
至
や
歳
の
も
の
は
身
禮
的
苦
痛
の
外
に
精
淋
的
苦
痛
を
＋
一
歳
以
後
の

も
の
は
主
こ
し
て
精
選
的
苦
痛
を
嫌
忌
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
最
近
余
の
指
導
の
下
に
山
ロ
阿
椋

氏
が
某
小
女
校
女
生
徒
に
つ
き
色
彩
の
嗜
好
を
超
し
た
る
結
果
に
よ
れ
ば
、
六
、
七
歳
の
も
の
に
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
好
ま
る
、
色
は
赤
に
し
て
入
歳
に
至
れ
ば
緑
に
墾
じ
、

7

’
、曳

、

！
’富

！
、
、

一　一 、、

、

，　一

、　、

@　、

@　　、
1

＼．．

脚、

目
0　　9　　1G

19　　　12　　　　13　　　1◎　　　　看～　　　　■O　　　　I’　　　　18　　　29　　　　20

濁
　
9
0
　
⑳
　
7
0

第三圓赫証約書の撰繹ε年齢

の
選
揮
度
数
ε
年
齢
こ
の
關
係
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

・
で
漸
次
其
上
奇
数
を
増
し
、
新
約
書
は
こ
の
歳
ま
で
次
．
第
に
其
無
下
数
を
減
じ
て
居
る
。

十
二
歳
以
後
殊
に
十
五
歳
よ
り
著
し
く
新
約
書
の
選
鐸
壇
大
し
て
、
途
に
二
十
歳
に
於
て
は
九
入

九
、
十
歳
は
こ
の
状
態
を
維
持
し
、
途
に
十
一
歳
に
至
り
て
、

突
如
ご
し
て
藤
に
縛
す
る
を
見
た
。
帥
ち
こ
の
色
彩
嗜

好
の
獲
化
は
戚
情
弓
手
の
反
影
に
し
て
、
十
歳
を
蒋
期
ご

し
て
、
急
介
す
る
を
見
る
の
で
あ
る
。
U
拶
ノ
〈
ω
。
嵩
が
米
國
見

量
に
つ
き
新
、
盤
聖
書
の
見
董
に
嗜
好
せ
ら
乃
、
朕
態
を

研
究
し
た
る
結
果
に
よ
れ
ば
、
女
兇
に
於
て
は
十
二
歳
、
男

兇
に
あ
り
て
は
十
三
歳
に
於
て
興
味
の
著
し
き
獲
動
が

　
　
　

あ
る
（
－
o
＞
。
上
圖
は
女
見
の
新
約
書
（
三
線
）
旧
約
書
噺
絶
線
）

　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
帥
ち
蕾
約
書
は
二
歳
よ
り
十
二
歳
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
然
る
に
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％
に
達
し
、
楽
器
書
は
之
ご
反
醤
に
其
選
揮
数
を
減
じ
て
居
る
。
　
い
危
（
①
器
が
兇
器
の
絡
需
艦
賞
力

登
達
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
十
歳
以
後
に
於
て
該
能
力
は
急
速
に
登
達
せ
る
こ
ご
を
示
し
て
居
る
（
働

】
入
五
頁
）
○
其
他
見
量
の
，
理
想
、
道
徳
．
的
権
威
の
一
齢
す
る
も
、
こ
の
十
歳
を
縛
期
ε
せ
る
こ
ご
は

Ω
蓮
華
段
。
を
始
め
多
く
の
學
者
の
已
に
指
摘
せ
る
ご
こ
ろ
、
叉
我
等
の
兇
量
に
っ
き
て
も
實
秘
せ

ら
れ
た
る
ご
こ
ろ
で
あ
る
。

　
さ
れ
ば
十
歳
以
後
に
於
け
る
義
弟
活
動
の
主
軸
は
圭
ε
し
て
戚
情
若
し
く
は
惜
意
の
方
向
に

向
け
ら
れ
、
生
殖
器
官
の
登
達
に
俘
ひ
或
は
之
に
先
行
し
て
新
な
る
戚
叢
談
起
し
、
男
女
こ
も
性
的

自
畳
徐
に
了
し
て
、
性
的
緊
張
自
ら
加
は
り
、
議
論
は
恰
も
暴
風
の
前
、
浪
立
ち
騒
ぐ
大
洋
に
も
似
た

る
姿
を
呈
し
、
情
意
活
動
昂
進
し
て
、
知
的
水
準
を
低
下
せ
し
め
る
の
で
あ
ら
う
。
こ
の
情
意
生
活

の
昂
進
に
よ
る
知
的
「
水
準
の
低
下
こ
そ
は
、
十
歳
に
於
け
る
動
作
及
び
知
的
活
動
の
速
度
を
減
少

せ
し
あ
た
る
主
要
徐
る
二
二
で
あ
る
ご
余
は
推
定
す
る
。
更
に
之
に
加
へ
て
知
的
活
動
其
者
の

急
斜
の
質
的
二
化
は
、
知
的
登
達
の
停
滞
を
一
暦
増
大
せ
し
め
た
も
の
ご
思
は
れ
る
Q
け
れ
ご
も

就
中
前
者
が
其
重
要
な
る
原
因
た
る
こ
ご
は
、
男
兇
よ
り
も
女
児
に
去
て
消
極
的
登
達
の
度
数
及

び
素
量
の
大
な
る
こ
ε
に
よ
っ
て
も
察
す
る
こ
ビ
が
出
來
る
。
元
來
女
兇
は
知
的
生
活
よ
り
も

戚
情
生
活
を
喜
び
男
児
に
比
し
情
意
生
活
の
張
度
単
な
る
が
故
桐
に
、
勢
ひ
知
的
活
動
の
水
準
の
低

　
　
　
　
見
壷
期
に
於
け
る
精
淋
三
三
の
停
滞
税
象
に
就
て
　
　
　
　
　
，
　
、
，
　
　
　
　
近
九



？8“

　
　
　
、
箪
研
炎
第
六
拾
號
内
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
．
」
6

下
を
逸
し
易
き
は
、
自
然
の
理
で
あ
る
。
さ
れ
ば
十
戯
に
於
け
る
精
紳
活
動
の
遽
度
の
停
滞
及
び

濡
極
的
登
達
の
因
を
諭
す
も
の
、
一
は
戚
情
生
活
の
昂
進
に
基
く
知
的
水
準
の
低
下
に
し
て
、
二
は

知
的
活
動
登
達
の
質
的
養
化
で
あ
る
ご
余
は
假
に
文
意
し
て
破
く
。

　
　
　
　
　
五
　
結
　
　
　
論

　
　
L
　
我
が
國
見
量
に
於
て
は
十
歳
を
中
心
こ
し
て
（
稀
に
は
九
歳
、
或
は
十
一
歳
V
比
較
的
軍

　
　
　
　
一
な
る
意
志
動
作
の
速
度
並
に
比
較
酌
軍
一
な
る
知
的
愈
愈
の
量
及
び
速
度
の
蛮

　
　
　
　
達
に
停
滞
叉
は
溝
極
的
螢
達
の
現
象
が
存
在
す
る
。

　
　
牙
　
こ
の
動
作
及
び
知
的
活
鋤
の
速
度
の
停
滞
又
は
消
極
的
登
蓮
の
原
因
は
、
一
は
戚
情

　
　
　
　
生
活
の
昂
進
に
し
て
、
二
は
動
作
及
び
知
的
活
動
七
癖
の
質
的
養
化
で
あ
る
。
就
中

　
　
　
　
前
者
は
主
因
に
し
て
後
者
は
．
累
次
蘭
原
因
で
あ
ら
う
。

　
本
稿
を
草
す
る
に
撮
り
畏
友
長
野
縣
師
範
學
校
教
諭
杉
崎
璃
君
は
、
氏
の
未
だ
文
献
的
登
表

を
爲
さ
れ
ざ
る
貴
重
な
る
研
究
の
結
果
を
引
用
で
そ
こ
．
ご
を
快
諾
せ
ら
れ
だ
。
叢
に
謹
ん
で

戚
謝
の
意
を
表
す
る
。

〆
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